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第 2 章は対象流域の地理的特徴と使用データについて述べている。ケランタン川流域 
(15,105 km2)の約 7 割が森林域であり、特に 1970 年代から 90 年代にかけて都市開発が
進み、洪水リスクが高まっていることを説明している。またモンスーンの影響で雨季と





分解能 15 秒(約 500 m)で覆い、降雨流出と洪水氾濫を一体的に解析した。現地で観測さ
れた河道断面情報を反映させてモデルを適用した上で、2014 年の洪水でパラメータを同
定し、2001 年、2008 年、2013 年の洪水を対象に河川流量の再現性が良好であることを
検証した。 
 











第 5 章では水文頻度解析とトレンド解析を実施した。上記の Tc 推定結果に基づき、統
計解析で着目すべき降雨の継続期間を 1～14 日に設定し、各期間の年最大雨量を解析し
ている。その結果、流域平均の年最大値が増加傾向にあること、 2014 年の年最大 14 日
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第 7 章は結論であり、本論文で得られた成果と今後の課題についてまとめている。 
（続紙 ２ ） 
 
















れば、上流地点では約 3 日から 7 日、下流地点では 5 日から 14 日の積算雨量と年最
大流量の相関関係が高くなる。また氾濫を考慮しないキネマティックウェーブ法によ
る解析手法による洪水到達時間の推定結果は、上流・下流ともに 3 時間から 12 時間
程度と短く、シミュレーションでも 12 時間から 22 時間程度と短くなった。一方、氾
濫を考慮すること(解析方法では拡散波近似を設定して、川幅を大きく設定すること )
で、解析手法とシミュレーション手法はいずれも下流部での洪水到達時間の推定結果






(3) 洪水到達時間の推定に基づいて統計解析で着目すべき降雨の継続時間を 1 日か
ら 14 日と設定した上で、降雨の頻度解析やトレンド解析を行っている。 1970 年から
2014 年の観測雨量を用いた解析によって、流域平均の年最大値が増加傾向にあるこ
と、2014 年の年最大 14 日雨量 (1025 mm)のリターンピリオドが 240 年に相当すること
を明らかにしている。 
 













の学位論文として価値のあるものと認める。また、平成 29 年 8 月 28 日に、論文内容
とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を
満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
